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ところ

担い手の確保・育成体制について情報交換を実施

東三河農林水産事務所
農業改良普及課会議室

新規参入者対応、就農相談体制等を検討

東三河農林水産事務所
農業改良普及課会議室

「スマート農業技術の開発・実証プロジェクト」成績検討会

ＪＡ西三河本店
（西尾市）

　担い手の確保・育成体制づくりをテーマに、農業技術体系化促進会議を
開催しました。現在県内では、主に野菜と果樹の分野で体制づくりが進ん
でいますが、今回はイチゴを中心に取組が進んでいる野菜に絞って開催し
ました。
　会議では、各地域の取組事例について農業改良普及課から報告をしても
らい、その後、質疑応答、意見交換を行いました。体制が確立されていな
い農業改良普及課にとっては、体制を確立し、既に動き出している地域の
情報を得ることができ、参考になったと思われます。

県域 写真等なし

令和３年12月14日　青年農業者に関する農業技術体系化促進会議を開催し、主に農業次世代
人材投資資金受給者への対応、就農相談体制について検討を行いました。
　農業次世代人材投資資金受給者への対応については、経営開始型受給者
のサポートチーム活動について情報交換し、地域によっては市町村との連
携を深めて対応することとなりました。
　就農相談体制に関しては、10月に検討した農業大学校と農業改良普及課
との連携体制について、これまで以上に情報共有を密にして、進めること
となりました。

地域 報告内容 写真等

県域

令和３年12月17日
　普及戦略部は西三河農林水産事務所農業改良普及課とともに本年度から
西尾市のキュウリ・イチゴ産地で取り組んでいるプロジェクトの成績検討
会を開催しました。プロジェクトの内容は、①産地全体で出荷量予測を実
施、販売に活用、②店舗データを収集し分析を行い販売データに応じて荷
姿を変更し販売、③出荷量予測を用いた配車の適正化(積載率の向上)と
なっています。コンソーシアムの構成員から①～③のプロジェクトについ
て出荷予測モデルの構築、積載率の向上等の成果が報告されました。今
後、普及戦略部では本検討会の結果を踏まえて１年目の成果を取りまとめ
るとともに、２年目の計画書作成を進めるなどコンソーシアムの運営を行
います。

県域

令和３年12月14日

農業情報（令和３年１２月号）

情報交換で地域の取組を支援

写真をここに挿入

○サイズ

5.1cm×6.8cm（：４）

○挿入方法

書式>図形の塗りつぶし>図(P)...

成績検討会の様子
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地域 報告内容 写真等

犬山市で麦豆プロ事業を利用し、新規に１戸が小麦栽培に取り組む

犬山市

データをクラウド上で共有！情報共有のスマート化

稲沢駐在室
（稲沢市）

こまきゴールド生産推進協議会設立～産地発展の起爆剤として期待～

ＪＡ尾張中央本店
（小牧市）

尾張

令和３年12月３日
　協議会設立趣旨に賛同した生産者26名及び関係者が出席し、「こまき
ゴールド生産推進協議会設立総会」が開催され、新たな組織が発足しまし
た。本協議会はモモ新品種「こまきゴールド」（登録出願中）のブランド
化により、小牧市内におけるモモの生産・消費拡大を図るための組織で、
ＪＡ・小牧市役所・農業改良普及課・会員（もも生産部会員且つ本品種の
苗木購入予定の生産者）で組織されています。こまきゴールドは小牧市内
農家が育成した、早生種としては大玉で果肉が黄色いモモ品種で、産地か
らは大きな期待が寄せられています。協議会では、当該品種の栽培技術を
いち早く確立し、出荷規格や出荷方法について検討を進めることで産地へ
の迅速な普及と消費拡大を目指します。

尾張

令和３年11月19日　犬山市では令和２年まで２名の生産者が小麦栽培に取り組んでいまし
た。令和３年からは、水田麦・大豆産地生産性向上事業(麦豆プロ事業)で
播種機の導入補助が受けられたことが後押しとなり、15年ぶりに生産者が
１名増えることとなりました。普及課は、導入コスト計算や事業採択に向
けた計画書、機械導入の規模決定根拠等の書類作成を支援しました。
　新規生産者は「以前から小麦栽培に興味はあったが、米価が下落する
中、新たに設備投資を行うことをためらっていた。本事業のおかげで新た
な設備投資に踏み切れた。」との声が聞かれました。今後、栽培面に加え
て、事業を活用した経営改善に関してもサポートする予定です。

尾張

令和３年12月６日
　ＪＡ愛知西なす協議会のうち、若手生産者で構成される生産技術係（８
名）は、定期的に生育データや管理方法を共有し、栽培技術の向上を図っ
てきました。今年度からは、普及課からの提案により、表計算ソフトのス
プレッドシートを用いてクラウド上でデータ共有することで、情報共有の
スマート化を図っています。これにより、①データ入力作業の省略、②迅
速な情報共有が可能となり、生産者からは「調査の手間が減るほか、常に
データの更新が行われることで、生育や管理の違いを考察するきっかけに
なる」などの声が上がりました。
　今後は、共有したデータを活用して生産者が栽培上の課題を発見できる
よう働きかけ、組織の栽培技術のレベルアップを図ります。

新たに導入した機械で作業を行う新規生産者

スプレッドシートについて説明する様子

「こまきゴールド」の説明をする育成者
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地域 報告内容 写真等

農業用無人車に期待　～実演会で効果や課題を検証～

ＪＡ尾張中央果樹試験ほ場
（小牧市）

次世代へあいちの伝統野菜「宮重大根」を残すため母本選抜を実施

ＪＡ西春日井野菜予冷施設
（清須市）

ナス出荷量予測に向けて農業総合試験場と連携

稲沢保健分室大会議室
（稲沢市）

尾張

令和３年11月24日　ＪＡ尾張中央はイノチオプラントケア(株)の協力のもと、農業用無人車
の実演会を行いました。この実演会は、モモやブドウなどの将来的な軽労
化を目的に企画され、青年部員や果樹生産者ら約20名が参加しました。使
用されたＸＡＧ社製「農業用無人車Ｒ１５０」は汎用性が売りで、アタッ
チメントを付け替えることで、薬剤散布や収穫物の運搬、草刈などを行う
ことができます。実演では薬剤散布が行われ、参加者からは「労力軽減に
有効」という意見や、価格や安全性についての質問が出るなど関心の高さ
が窺えました。今後、生産者の意見を基に改良を重ねることで実用化さ
れ、農作業効率化の一助となることが期待されます。

尾張

令和３年12月16日
　「宮重大根」は、清須市春日宮重地区が原産地で、長さ約40cm、首から
根までが真っすぐに太い「総ぶとり」と呼ばれる形状が特徴のダイコンで
す。昭和初期まで広く栽培されていましたが、その後は姿を消していまし
た。当地区では純粋な宮重大根を復活させようと、平成に入って宮重大根
純種子保存会が発足し、毎年母本選抜を行うことで種の保存を図っていま
す。
　この日は、保存会メンバーが自分のほ場で育てた「宮重大根」を持ち寄
り、その中から「宮重大根」の形質を強く残すダイコンを選抜しました。
選抜されたダイコンは、各メンバーのほ場に戻され、種を採るために栽培
されます。

尾張

令和３年12月10日  ＪＡ愛知西ナス協議会では、ナスの着花数、着果数、平均室温から出荷
量予測情報を市場に伝えることで販売戦略に活用し、年間を通じた安定取
引の実現を目指してきました。今回、予測精度をより高めるため、生産者
（５名）、ＪＡ愛知西、試験場、普及課で今後の出荷量予測に向けた会議
を開催しました。その結果、今年度においては、試験場（野菜研究室）で
開発された出荷量予測式を活用して予測を行うこととなりました。協議会
は、会員のデータを普及課、ＪＡ、試験場と共有し、より精度の高い予測
式を連携して作成していきます。

無人車を見学する生産者

母本選抜を行う保存会メンバー

出荷量予測に向けて試験場職員と意見交換
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地域 報告内容 写真等

農業経営士会尾張支部愛日分会、オンラインで経営研修会を開催

愛知県三の丸庁舎
（名古屋市中区）

熱い想いを語り合う「有機農業の未来を考える座談会」

東郷町役場東

（有）あぐりサービスが内閣総理大臣賞を受賞

明治神宮会館（東京都）

尾張

令和３年12月21日
　愛日分会では新型コロナ感染症の状況でこの１年半ほど行事を実施でき
ず、例年実施している先進地視察を昨年度は中止としましたが、今年度は
視察の代わりにできることを探して実施することとなりました。
　そこで、今回は名古屋地方気象台の出前講座（現在はオンライン対応の
み）を活用して、講師の気象予報官とオンラインで結んで経営研修会とし
て実施しました。テーマは「気候変動の現状と将来」とし、管内経営士等
５名（うち名古屋支部会員等２名はオンライン参加）及び普及員等７名が
受講しました。具体的なデータに基づくわかりやすい講座のあとで、自分
達の経営に関係する具体的な質疑応答ができ、有意義な研修会となりまし
た。

尾張

令和３年12月22日　東郷町では、町長のマニフェストである「日本一おいしい給食」の実現
と、環境負荷を減らした付加価値の高さを消費者にアピールできる有機農
業の推進を図っています。計画推進にあたり、生産者の想いやニーズを探
るための座談会が開催されました。
　座談会では「小規模な有機農業に対応した農業機械の開発をお願いした
い」「町独自の認証があると良い」等の意見が出されました。町は、みど
りの食料システム戦略緊急対策事業を活用して、有機農業を推進していく
意向です。農業改良普及課は、普及指導計画の重点課題に位置付け、地域
戦略推進支援事業を活用して支援していきます。

知多

令和３年11月23日　第60回農林水産祭式典が明治神宮会館で行われ、東浦町の （有）あぐ
りサービスが内閣総理大臣賞を受賞しました。第50回日本農業賞の個別経
営の部の大賞に引き続きの受賞となりました。知多地域は多様な畜産が盛
んな地域であり、畜産農家のニーズを掘り起こし、地域の農地を守る飼料
生産組織として、66haの借地で飼料用米、稲ＷＣＳ、飼料用トウモロコシ
を栽培・販売するとともに、愛知県の稲ＷＣＳ栽培面積の３分の１のあた
る50haの収穫作業を広域に受託しています。生産した飼料は畜産農家に幅
広く利用され、畜産農家が生産した堆肥を農地に還元しており、知多地域
の耕畜連携の要となっている点が高く評価されました。

オンラインとハイブリッドで開催した研修会

写真をここに挿入

○サイズ

5.1cm×6.8cm（３：４）

○挿入方法

書式>図形の塗りつぶし>図(P)...

座談会の様子

式典に参加された従業員の皆様
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地域 報告内容 写真等

有限会社｢千姓｣都築興治氏が愛知農業賞を受賞

ＪＡあいちビル
（名古屋市）

若手ブドウ農家がＤＮＡマーカー利用を実習

農業総合試験場
（長久手市）

『新規就農者セミナー』を開催！

ＪＡあいち知多本部
（常滑市）

知多

令和３年12月３日
　令和３年度愛知農業賞表彰式が開催され、阿久比町の有限会社｢千姓｣都
築興治氏が愛知農業賞（農業・農村振興部門）を受賞しました。都築氏は
平成23年に就農し、平成24年に代表取締役に就任しました。就任後は、耕
作放棄地を積極的に借り入れ、農村景観の維持に高く貢献しているほか、
地域農業の活性化のため、研修生の受入・独立支援を行い、直近５年間で
４名が就農しています。さらに、コメ作り教室を開催するなど、子どもの
食育活動にも力を入れており、地域農業の発展に貢献しています。表彰式
後には｢農業を人が集まる産業に！｣と題して講演を行い、今後の目標とし
て｢農産物のブランド化の推進｣｢経営者になれる人材の育成｣等が語られ、
今後もさらなる発展が期待されます。

知多

令和３年12月15日
　大府４Ｈクラブの若手ブドウ農家が、農業総合試験場の農業研修生等受
入制度を利用し、ブドウ育種に活用するため、ＤＮＡマーカーによるブド
ウの果皮色判別について学びました。生物工学研究室の指導のもと、ＤＮ
Ａ抽出やＰＣＲ、電気泳動の手順を実習して、自ら交配したブドウ苗には
何色の果実が結実するか、判別方法を学びました。参加した農家は、とて
も勉強になったと話し、ますますブドウ育種への熱意が高まった様子でし
た。

知多

令和３年12月14日　農業改良普及課は、新規就農者やＪＡあいち知多青年部等を対象とした
新規就農者セミナーを、株式会社日本政策金融公庫及びＪＡあいち知多青
年部と共催で開催しました。セミナーでは、タテマツデジタルソリュー
ション株式会社の立松直文氏から「オンライン展示会・商談会等における
ＰＲ手法等の習得」、有限会社千姓の都築興治氏から「自身の経験、法人
経営を踏まえた新規就農者へのアドバイス」と題してご講演いただきまし
た。また、日本政策金融公庫、ＪＡあいち知多及び農業改良普及課から
は、新規就農者が活用できる制度等について情報提供が行われました。

受賞した都築興治氏

実習の様子

話を真剣に聞く参加者
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地域 報告内容 写真等

碧南の花をおうちに飾ろう！プロジェクト始動

碧南市役所

農産品消費動向のアンケート調査を実施！

三河湾リゾートリンクス
（西尾市吉良町）

令和３年度スマート農業開発・実証プロジェクト成績検討会を開催

ＪＡ西三河本店
（西尾市）

西三河

令和３年11月25日　碧南市農業振興協議会が本年度から開始した、碧南市の花きＰＲ事業
「おうちに花を飾りましょう」プロジェクトの第１回目となる花き展示イ
ベントが開催されました。イベントでは、碧南カーネーション部会を始め
とする23名の切り花・鉢物生産者が花材を提供し、市内花き生花店５社が
それらをアレンジメントし、市内の32福祉施設にて展示されました。当日
は、碧南市役所にてオープニングセレモニーが開催され、碧南市長、 Ｊ
Ａあいち中央組合長らから福祉施設代表者へ花束の贈呈式が行われまし
た。その様子は複数のマスコミで取り上げられ、碧南の花をＰＲできる良
い機会となりました。

西三河

令和３年12月３日　「食と農のフォーラム西尾」実行委員会では、コロナ禍で地域イベント
が軒並み中止となる中で、例年実施している地元農産品のＰＲ活動への対
応を模索してきました。今回、フォーラム開催会場として懇意にしている
ホテル「三河湾リゾートリンクス」の協力を得て、フロントロビーの一画
で地元農産品を配布しながら、コロナ禍での農産品消費動向についてアン
ケート調査を実施しました。当日は宿泊客も回復してきており、用意した
農産品200点は午前中のチェックアウト客だけで８割程が配布でき、当初
の想像以上に盛況に終えることができました。なお、今回のアンケート結
果については１月開催のフォーラムで報告する予定です。

西三河

令和３年12月17日　ＪＡ西三河きゅうり部会は、部会全体の経営規模や収益性向上のために
ＪＡ西三河、ＪＡあいち経済連、県及び民間企業と協力して、国の事業
「スマート農業技術の開発・実証プロジェクト」に取組んでいます。
　「令和３年成績検討会」では、出荷データの予測値を運送業者に伝達す
る仕組みが構築され、試験運用が開始されたことや、消費者のニーズに対
応できる袋詰め機の試験運用が始まったことなどが各担当者から報告さ
れ、実証計画が順調に進んでいることが確認されました。今後実績報告の
取りまとめと４年度事業計画の検討が行われる予定です。

福祉施設へ花を贈呈する碧南市長ら

写

フロントロビーでのアンケート調査の様子

検討会の様子
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地域 報告内容 写真等

新規就農者を対象にＮＢＡセミナーを開催

西三河農林水産事務所
農業改良普及課岡崎駐在室

みよし市の青年農業士、三士認定式にて県代表で挨拶

愛知県庁

作手自然薯部会で出荷規格を確認

新城市

豊田加茂

令和３年11月30日　「令和３年度農業経営士、農村生活アドバイザー、青年農業士認定式」
が行われ、新たに青年農業士に認定された19名を代表して、みよし市の板
倉駿氏が知事から認定書を受け取り挨拶を行いました。板倉氏は水田作・
露地野菜経営を行う農事組合法人の構成員として10年以上活躍してきまし
た。挨拶では、技術習得に努めてきた点、また、地元４Ｈクラブでの地域
貢献活動や仲間との交流が自分にとって刺激となった点を強調されていま
した。なお、農業改良普及課は調書の作成や挨拶原稿作成など、きめ細か
い支援を行いました。

新城設楽

令和３年11月16日　ＪＡ愛知東作手自然薯部会は、目揃え会を開催しました。農協出荷は11
月16日から12月17日まででした。秀、優、良、並の規格ごとに自然薯が並
べられ、各規格の説明が行われました。部会員は熱心に説明を聞き、規格
の詳細について質問していました。農業改良普及課からは、今年の生育状
況、規格外芋の原因と対策について説明しました。また、つるの早切り試
験について本県農業総合試験場および生産部会役員ほ場の結果を紹介しま
した。
（中日新聞　11月20日掲載）

西三河

令和３年11月30日　農業次世代人材投資資金受給者を中心とした新規就農者等を対象とし、
ＮＢＡセミナー（ＮＢＡ：Nishimikawa Beginners of Agriculture）を開
催し、資金受給者４名と親元就農者３名が参加しました。セミナーでは、
ＪＡあいち経済連の技術主管から農薬の基礎知識を学ぶとともに、青年農
業士２名から新規就農者に向けて就農の心得を学びました。当日は、東海
農政局担当官も交え、就農支援制度や農業者支援制度について情報交換が
行われました。参加者からは、「農業者間の繋がりづくりのため、就農後
10年間参加したいセミナーだ。」「資料が役立つので部会仲間で参考にし
たい。」との声があり、大変好評でした。

セミナーの様子

知事から認定書を受け取る板倉氏

目揃え会の様子
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新城農業者のつどい開催

新城市

（公財）農林業公社しんしろ、あいちアグリアウォード受賞

名古屋市

県育成キク品種「夢の煌めき」（かがり弁ギク）の出荷始まる

蒲郡市

新城設楽

令和３年12月２日
　新城市の農業経営士、農村生活アドバイザー、農村輝きネット・しんし
ろ、青年農業士会、４Ｈクラブの会員が一堂に会し、「新城農業者のつど
い」を開催しました。今年は関谷醸造株式会社の「ほうらいせん吟醸工
房」で酒造り体験を行いました。当日は関係者も含めて24名が参加し、酒
蔵の見学から酒造りの講義、実際に酒造りの体験まで行い、和気あいあい
とした雰囲気で交流を深めることができました。体験で作成した酒は３月
上旬に参加者の元へ届けられました。

新城設楽

令和３年12月３日
　「公益財団法人　農林業公社しんしろ」(以下、公社）は、担い手育成
部門で（公財）愛知県農業振興基金から令和３年度愛知農業賞（あいちア
グリアウォード）を受賞しました。審査員長の竹谷教授からは「高齢化と
過疎化による担い手不足を解消するため、平成24年から地域外から新規就
農を志す若者27名を受入、その内24名が地域に定住し、主力作物（トマ
ト・イチゴ・ホウレンソウ）の農業生産をリードする存在までに育成した
ことは評価できる」と講評をいただきました。受賞式後は、「新城市独自
の新規就農支援体制」と題し、公社の戸田氏が記念講演を行い、「新規就
農者の高い定着率は、希望者募集から就農後まで長期的にサポートする仕
組みを構築できたからである。」と語りました。

東三河

令和３年11月

　今年も蒲郡市のキク生産者が県育成品種「夢の煌めき」（かがり弁ギ
ク）の出荷を開始しました。「夢の煌めき」の生産は４シーズン目で、今
シーズンは11月～５月まで約３万本が出荷される見込みです。「夢の煌め
き」はＮＨＫ名古屋のニュース番組「まるっと」（12月１日）で蒲郡市で
の生産の様子が紹介されるなど、消費者の知名度も向上し、市場の引き合
いも非常に強い品種となっています。

酒造り体験の様子

表彰式の様子

かがり弁ギク生産圃場
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豊橋ブロックの農村生活アドバイザーが市民に寄せ植え指導

豊橋市老津町

天野亘氏　愛知農業賞（技術改善部門）を受賞

名古屋市

東三河

令和３年12月２日
　農村生活アドバイザー豊橋ブロックでは、地元農業ＰＲのため、一般消
費者向けに食農体験講座を毎年実施しています。今年度第２回として、シ
クラメンを使った寄せ植え講座を開催しました。定員30名に対し59名の参
加申し込みがあり、午前・午後の２部に分けて実施しました。参加者は広
いハウスからメインのシクラメンや他の鉢花を思い思い選び、シクラメン
農家を中心とした会員の指導のもと、世界で１つだけの寄せ植えを作って
いました。

田原

令和３年12月３日　令和３年度愛知農業賞表彰式がＪＡあいちビルで行われ、天野亘氏（48
歳、田原市福江町）が技術改善部門で受賞しました。「マルチのテント張
り」をはじめとする栽培技術の開発に加え、その技術を公開し、作目転換
により増加傾向である新規栽培者の育成にも積極的に取り組むなど、地域
のイチジク生産のリーダーとして活躍することが評価されました。天野氏
は、「田原のイチジク生産について広めることができ、嬉しく思う。今後
も経営主として品質にこだわった生産を続けながら、いずれは産地として
評価していただけるようさらに盛り上げていきたい」と抱負を語りまし
た。
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「ネット農業あいち」（https://www.pref.aichi.jp/nogyo-keiei/nogyo-aichi/index.html）

寄せ植え指導の様子

表彰式の様子（下段中央が天野氏）


